









































































































Ghirardatoet al.（2004）が提案した -maxmin期待効用とKlibanoffet al.（2005）が提案
したsmoothambiguitymodelを曖昧な状況下での選好表現として用いる。Gilboa,and
Schmeidler（1989）のmaxmin期待効用は，両者の特別な場合に位置付けられる。（潜在
的な）確率分布 を持つ 種類の確率変数 を考える。確率変数の集合
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